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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、10-ホルミルテトラヒドロ葉酸、ニコチンアミドアデニンジヌクレオチドリン酸（NADP+）、および水をテトラヒドロ葉酸、NADPH、および二酸化炭素に変換する反応を触媒します。コードされるタンパク質はアルデヒド脱水素酵素ファミリーに属します。この遺伝子の機能喪失または発現喪失は、アポトーシスの減少、細胞運動能の亢進、および癌の進行と関連しています。この遺伝子座と反対鎖に重複するアンチセンス転写産物が存在します。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	ラット腎臓（1）組織溶解物に対するALDH1L1マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	ALDH1L1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	ALDH1L1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肝臓癌組織の免疫組織化学分析。
	

	ALDH1L1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。

